
１．松江港・安来港・米子港の気象・海象の特性
・松江港馬潟地区は北寄り又は東寄りの風の影響を受けやすい。
・安来港は北寄り又は東寄りの風の影響を受けやすい。
・米子港は北寄り又は西寄りの風の影響を受けやすい。
２．松江港・安来港・米子港の港外避難等に関する勧告基準

４．その他
・松江港、安来港、米子港の底質は泥である。
・中海の各港湾は、いずれも港内は狭隘で浅く地元船の通航路となっており、また、中海に入港する
船舶は、いずれも狭水道である境水道及び中浦水道を通航しなければならず、荒天避泊する船舶は、
中海まで進入せず美保湾に避泊しており、中海を避泊地として利用している船舶は中海の各港湾を
利用している主として総トン数１，０００トン級の船舶に限られている。
・松江港東側海域は、馬潟地区に入るための水路以外は水深が浅いので、通航・停泊時に注意が必要。

３．荒天等により錨泊が制限される海域
気象庁から鳥取県米子地区又は島根県松江地区に「暴風」又は「暴風雪」の気象警報が発表又は発
表が予測されるときから同警報が解除されるまで、中海に設置されている米子空港の航空導灯（西
側）を中心とする半径３海里以内の海域においては、荒天時の走錨等に起因する事故を防止するた
め、錨泊自粛となる。（美保湾を除く）

松江港・安来港・米子港の地域的情報

船橋に備え置いてください！

R3.9作成

各海域（港）最寄りの海上保安庁の事務所や地方運輸局で配布している走錨事故防止ガイドラ
インとともに、船橋に備え置いてください。
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